
三次元デジタイザを用いた構造解析と
強度試験中の変形評価手法
に関する研究

強度試験中の試験片の変形形状測定に三次元デジタイザを適用しました。試験
の進行による変形の進行をカラーマップにより確認することができます。さらに、構造
解析と組み合わせることで、解析結果の詳細な評価が可能です。

 ひずみゲージやストローク変位では測定不能な試験体全体
の変形量評価が可能

 構造解析によるデジタルデータと実際の試験による計測デー
タの直接比較の実現
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 複雑形状を有した製品強度試験の破壊部分や応力集中
部分の実測定

 三次元形状測定や偏差算出による耐久性試験評価分野
への適用

特徴

研究員からのひとこと
この技術で強度試験中の製品変形の全体評
価が可能です。
試験中の三次元形状測定技術を高めることで
より高度な構造解析が期待できます。
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図 測定結果ならびに構造解析との比較結果

図 測定状況外観

万能試験機：オートグラフ 島津製作所
三次元デジタイザ：

試験条件

強度試験概要： アルミ合金三点曲げ試験
解析条件：線形弾性解析

三点曲げ試験中の試験片の形状を三次元デジタイザにより測定し変形
過程のカラーマップによる表現を試みるとともに、取得した三次元データと構
造解析の三次元データを重ね合わせて解析の妥当性を評価しました。
弾性領域では解析結果と測定結果の変形は一致しましたが、塑性領域
では一致せず、三次元デジタイザを用いて線形弾性解析を正しく評価でき
ることが確認されました。
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